
【
資
料
紹
介
】

翻
刻
・
藤
山
一
雄

『
東
遷
紀
行
』
，，--..， 

一
¥ノ

露刻・藤山一雄『東遺紀行j(ー)

「
梅
光
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
和
漢
古
書
」
(
以
下
「
和
漢
古
書
」
と
記
す
)

所
収
の
藤
山
一
雄
著
『
東
遺
紀
行
』
(
以
下
、
『
東
遺
紀
行
』
と
記
す
)
の
翻
刻

を
行
い
、
確
認
作
業
を
経
て
、
こ
の
た
び
本
誌
へ
資
料
紹
介
と
し
て
掲
載
す
る

機
会
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
紹
介
す
る
『
東
遷
紀
行
』
は
、
梅
光
学
院
初
代
学
院
長
・
広
津
藤
吉
氏

と
第
五
代
目
学
院
長
・
広
津
信
二
郎
氏
が
古
書
収
集
さ
れ
た
「
広
津
文
庫
」
の

中
の
一
冊
で
、
昭
和
三
九
年
十
月
に
、
梅
光
女
学
院
大
学
附
属
図
書
館
(
現
・

梅
光
学
院
大
学
図
書
館
)
に
て
受
入
登
録
さ
れ
、
現
在
「
和
漢
古
書
」
と
し
て

収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
「
和
漢
古
書
」
は
久
保
田
啓
一
氏
(
広
島
大
学
教
授
)
、
蔵
本

朋
依
氏
と
松
浦
恵
子
氏
(
同
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
・
当
時
)
に
よ
っ

て
整
理
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
資
料
目
録
は
「
梅
光
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
和
漢

古
書
図
書
目
録
稿
」
と
し
て
作
成
、
平
成
十
六
年
・
十
七
年
に
梅
光
学
院
大
学

文
学
会
発
行
『
日
本
文
学
研
究
』
三
九
号
・
四

O
号
の
二
号
に
分
け
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
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こ
れ
ま
で
の
経
緯

筆
者
が
『
東
遺
紀
行
』
の
所
在
有
無
を
確
認
し
た
後
、
調
査
・
翻
刻
の
対
象

佐

藤

睦

子

と
し
た
の
は
、
本
学
博
物
館
の
前
身
で
あ
る
梅
光
女
学
院
大
学
附
属
資
料
館
の

時
代
で
一
九
九
八
年
に
遡
る
。
企
画
展
の
開
催
準
備
の
た
め
、
「
下
関
梅
光
女

学
院
」
時
代
の
旧
教
諭
で
あ
る
藤
山
一
雄
氏
の
関
連
資
料
の
収
集
を
行
な
っ
た

際
、
中
島
敦
子
氏
(
図
書
館
司
書
・
当
時
)
の
文
献
検
索
に
よ
り
、
同
書
の
存

在
が
明
ら
か
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
以
後
、
岡
本
隆
子
氏
(
図
書

館
司
書
長
・
当
時
)
に
よ
る
研
究
的
配
慮
と
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

一
方
で
は
財
津
永
次
氏
(
博
物
館
学
課
程
主
任
教
授
・
当
時
)
の
御
指
導
と
ご

教
授
の
も
と
で
、
翻
刻
作
業
が
具
体
的
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

二
O
O
一
年
に
は
、
藤
山
一
雄
に
関
す
る
先
行
研
究
者
で
、
犬
塚
康
博
氏

(
名
古
屋
市
博
物
館
学
芸
員
・
当
時
)
の
ご
仲
介
に
て
、
藤
山
家
所
蔵
資
料
の

調
査
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
な
い
こ
の
『
東
濯
紀
行
』
に
関
す
る

聞
き
取
り
お
よ
び
関
連
調
査
も
開
始
、
藤
山
家
の
御
協
力
が
得
ら
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

本
書
の
形
態
に
つ
い
て

書
名
の
『
東
漫
紀
行
』
は
原
則
と
し
て
外
題
に
拠
り
、
分
類
番
号
四
五
は

「
和
漢
古
書
」
に
し
た
が
っ
た
。
書
誌
事
項
は
以
下
の
と
お
り
。

書
名
『
東
遺
紀
行
』



巻
冊
は
一
巻
一
冊
、
自
筆
稿
本
昭
和
十
三
年
成

丁

数

五

O
丁
(
表
紙
・
裏
表
紙
別
)

法
量
縦
二
三
了
八
セ
ン
チ
横
一
六
・
一
セ
ン
チ

袋

綴

装

絹

糸

綴

四

穴

紙

製

造

文

祥

堂

製

片

面

八

1
十

二

行

一

行

四

字

i
二
十
二
字
詰

写
真
一
葉
貼
付
自
筆
稿
本
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『
東
謹
紀
行
』
に
つ
い
て

『
東
遷
紀
行
』
は
、
旧
満
洲
国
の
元
号
・
康
徳
五
(
昭
和
十
コ
一
・
一
九
三
八
)

年
十
月
十
三
日
か
ら
同
月
二
十
七
日
ま
で
の
十
五
日
間
の
出
来
事
を
記
し
た
紀

行
文
で
、
満
洲
国
首
都
の
新
京
(
現
・
長
春
市
)
を
出
発
し
て
、
吉
林
・
図
柄
・

牡
丹
江
・
林
口
・
佳
木
斯
・
恰
爾
漬
へ
と
た
ど
る
行
程
内
容
で
あ
る
。

著
者
の
藤
山
一
雄
は
、
執
筆
当
時
で
あ
る
一
九
三
八
年
頃
は
、
満
洲
国
国
務

院
思
賞
局
長
を
経
て
、
同
年
八
月
に
、
満
洲
国
協
和
会
(
一
九
三
二
年
設
立
)

参
与
に
就
任
し
て
い
る
。

旅
の
目
的
は
、
冒
頭
部
の
「
協
和
会
工
作
の
使
命
を
帯
び
て
東
満
移
民
地
視

察
の
旅
に
出
ず
」
と
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
移
民
地
政
策
の
実
態
を
視
察
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
実
際
に
、
移
民
団
と
し
て
最
初
に
入
植
し
た
村
・
弥
栄

村
を
訪
ね
、
福
島
区
第
ニ
班
に
所
属
す
る
、
農
家
の
斎
藤
長
五
郎
氏
宅
で
生
活

の
現
実
に
触
れ
て
い
る
。
藤
山
は
家
の
聞
取
り
ゃ
農
業
作
物
の
種
類
、
家
族
構

成
、
食
事
内
容
等
も
、
詳
細
に
書
き
取
っ
て
い
る
。
特
に
自
然
条
件
に
即
し
た

家
守
つ
く
り
の
大
切
さ
を
示
唆
し
、
例
え
ば
、
暮
ら
し
の
中
か
ら
生
じ
る
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
効
率
的
か
つ
経
済
的
な
視
野
で
活
用
、
ま
た
は
排
出
す
る
な
ど
、
住

ま
い
方
と
、
暮
ら
す
人
々
の
意
識
の
問
題
な
ど
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、

移
民
団
の
子
供
達
の
教
育
方
法
に
お
け
る
諸
問
題
を
含
め
て
、
移
民
地
政
策
の

あ
り
方
に
疑
問
を
呈
す
箇
所
も
み
ら
れ
る
。

同
書
に
は
藤
山
の
生
活
信
条
と
も
い
う
べ
き
内
容
が
随
所
に
見
ら
れ
、
例
え

ば
、
地
理
的
な
自
然
条
件
を
踏
ま
え
た
人
間
の
文
化
的
生
活
の
実
現
を
模
索
す

る
考
え
方
、
思
想
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
的
な
も
の
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ま

た
、
藤
山
の
多
岐
に
わ
た
る
関
心
事
を
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

内
容
的
に
は
藤
山
が
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
記
し
た
出
来
事
を
随
筆
風
に
ま

と
め
た
も
の
や
、
訪
れ
た
風
景
と
心
象
風
景
と
を
読
み
込
ん
だ
短
歌
、
景
色
や

訪
問
先
の
人
物
等
を
淡
水
墨
で
描
い
た
挿
絵
三
十
二
図
、
ホ
テ
ル
の
ス
テ
ッ
カ
ー

一
枚
、
写
真
一
葉
を
含
ん
だ
冊
子
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
『
東
遷
紀
行
』
の
解
説
お
よ
び
そ
の
具
体
的
な
検
証
に
つ
い
て

は
、
次
号
に
全
体
を
と
お
し
て
、
試
み
る
予
定
で
あ
る
。

著
者
・
藤
山
一
雄
に
つ
い
て

藤
山
一
雄
(
一
八
八
九
|
一
九
七
五
)
は
、
玖
珂
郡
神
代
村
(
現
・
岩
国
市

由
宇
町
)
の
出
身
。
生
来
の
病
弱
回
復
の
た
め
、
大
阪
の
文
楽
師
匠
・
豊
沢
雷



翻刻・藤山一雄『東遷紀行j(ー)

助
の
も
と
に
六
年
間
預
け
ら
れ
、
義
太
夫
と
太
悼
を
習
得
す
る
。
そ
こ
で
生
涯

の
生
活
信
条
と
な
る
真
言
密
教
の
「
三
密
の
業
」
(
意
密
・
身
密
・
口
密
)
も

学
ぶ
。
そ
の
後
、
岩
田
中
学
校
、
第
五
高
等
学
校
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学

経
済
学
科
を
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
の
思
想
家
へ
ン
リ
I
・
D
-
ソ
ロ
l
に
傾
倒

す
る
。
ソ
ロ
!
の
実
生
活
を
記
し
た
『
森
の
生
活
4

1

ウ
ォ

l
ル
デ
ン
』
を
、

藤
山
は
下
関
市
長
門
一
宮
で
六
年
に
わ
た
っ
て
試
む
。

農
業
を
基
盤
に
信
仰
、
絵
画
、
音
楽
、
建
築
設
計
、
文
筆
活
動
を
続
け
な
が

ら
の
清
貧
生
活
を
実
践
。
こ
の
時
期
に
広
津
藤
吉
氏
(
下
関
梅
光
女
学
院
学
院

長
)
と
出
会
い
、
梅
光
女
学
院
で
の
地
理
科
教
諭
時
代
(
一
九
二
一

1
一
九
二

六
)
が
始
ま
る
。
退
職
後
も
二
人
の
親
交
関
係
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
続
く
。

一
九
二
六
年
渡
満
。
満
州
国
国
務
院
思
賞
局
長
を
経
て
、
一
九
三
九
年
満
洲

国
国
立
中
央
博
物
館
副
館
長
に
就
任
。
「
博
物
館
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
」
と
称

す
る
画
期
的
な
教
育
普
及
活
動
を
推
進
、
野
外
博
物
館
「
民
俗
博
物
館
」
創
設

に
着
手
、
斬
新
な
博
物
館
構
想
を
も
と
に
運
営
さ
れ
る
が
、
一
九
四
五
年
終
戦
。

引
揚
げ
後
は
神
代
村
で
帰
農
。
周
東
養
鶏
農
業
協
同
組
合
を
創
立
、
会
長
就
任
。

農
山
村
文
化
研
究
会
を
創
立
、
会
長
就
任
。
山
口
県
知
事
顧
問
就
任
。
山
口
県

農
山
漁
村
新
生
運
動
の
推
進
者
と
し
て
活
動
。

一
九
七
五
年
八
十
五
歳
で
永
眠
。

凡
例

」
の
翻
刻
は
以
下
の
基
準
に
し
た
が
い
、
作
成
し
た
。
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一
、
自
筆
稿
本
『
東
遷
紀
行
』
の
形
式
に
し
た
が
っ
て
、
改
行
す
べ
き
と
こ
ろ
、

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
現
行
の
よ
う
に
文
字
詰
め
を
行
な
っ
た
。

一
、
旧
字
体
、
仮
名
遣
い
、
促
音
便
、
地
名
、
誤
字
・
脱
字
は
原
文
の
ま
ま
と

l
v
わ
ん
。

一
、
文
中
の
ル
ビ
は
原
文
の
ま
ま
に
し
た
が
っ
て
付
し
た
。

一
、
不
快
・
差
別
用
語
と
み
な
さ
れ
る
不
適
当
な
表
記
も
、
歴
史
的
資
料
に
準

ず
る
性
質
上
か
ら
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
句
点
(
。
)
、
読
点
(
、
)
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
文
中
に
あ
る
短
歌
に
は
意
図
的
に
文
章
と
異
な
る
字
体
を
施
し
た
。

付
記今

回
の
翻
刻
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
同
書
の
翻
刻
を
一
か
ら
ご
指
導
を
た
ま

わ
り
ま
し
た
財
津
永
次
氏
(
元
本
学
教
授
)
を
は
じ
め
、
藤
山
研
究
全
般
に
わ

た
り
、
極
め
て
有
益
な
ご
助
言
を
く
だ
さ
っ
た
犬
塚
康
博
氏
、
藤
山
浩
一
郎
氏
、

と
り
わ
け
で
藤
山
多
美
子
氏
に
は
、
資
料
調
査
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
と
ご
協

力
を
賜
り
、
こ
の
た
び
は
藤
山
一
雄
氏
直
筆
の
翻
字
確
認
お
よ
び
、
内
容
の
お

目
通
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
本
書
受
入
年
月
日
に
関
す
る
事
項
の
篠
認

に
つ
い
て
は
永
見
昌
代
氏
(
図
書
館
司
書
長
)
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
衷
心
よ
り
深
く
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

(
さ
と
う

む
つ
こ
)
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東
遷
紀
行

藤
山
一
雄

(
二
オ
)

東
満
雑
詠

康
徳
五
年
十
月
十
三
日
吾
協
和
会
工
作
の
使
命
を
帯
び
て
東
満
移
民
地
視
察
の
旅
に
出
ず
。
随
員
を
と

の
こ
と
な
り
し
も
ひ
と
り
旅
の
気
軽
さ
に
漂
然
と
し
て
京
図
線
の
汽
車
に
の
る
。

山
ら
し
き
山
も
見
え
ざ
る
平
原
に
検
紅
葉
せ
る
興
隆
山
の
村

後
巷
に
検
抑
紅
葉
し
前
庭
に
系
の
子
遊
べ
る
秋
深
さ
村

吉
林
天
主
堂

十
月
十
三
日
つ
一
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

苛
併
の
持
の
収
庭
に
あ
か
あ
か
と
雁
点
紅
の
映
え
る
寂
し
さ

検
の
森
の
蔭
に
村
あ
り
村
あ
り
と
見
れ
ば
墓
場
あ
り
生
え
の
輪
廻

化
ι甲
、
伊
の
左
岸
の
旬
、
え
る
達
向
を
越
之
て
見
、
予
初
め
ぬ
速
さ
叫
艇
(
龍
家
笠
に
て
)

な
に
の
木
の
紅
葉
な
る
ら
ん
一
速
の
丘
を
故
ひ
て
西
日
に
映
え
あ
り
(
下
九
曇
に
て
)

-
お
メ
仇
ぶ
の
採
石
場
に
秋
日
さ
し
石
も
人
等
も
銀
に
え
れ
り

遠
く
見
え
し
山
な
み
す
で
に
追
り
来
て
汽
車
は
紅
葉
の
ト
ン
ネ
ル
を
ゆ
く

カ
ワ
ン
ズ

河
湾
子
の
持
に
珍
ら
し
月
見
羊
月
待
た
ず
し
て
薄
化
粧
せ
り

豚
追
い
て
む
げ
に
か
こ
た
ず
青
年
を
送
れ
る
な
ら
ん
彼
等
美
ま
し

(
・
仇
口
達
湾
の
山
間
に
て
)

松
華
江
高
瀬
船

十
三
日
つ
一
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

(
三
オ
)

(
三
ウ
・
四
オ
)

(
四
ウ
)

(
五
オ
)

(
五
ウ
・
六
オ
)
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松
華
江
畔
旗
人
の
住
宅

十
三
日
つ
一
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

(
六
ウ
・
七
オ
)

夜
名
古
屋
ホ
テ
ル
に
泊
る
吉
林
到
着
と
人
工
時
に
公
署
の
車
に
て
江
畔
を
ド
ラ
イ
ブ
す
、
パ
レ
ド
の
夕

景
え
も
い
は
れ
ず
、
殊
に
天
主
堂
の
ほ
と
り
の
旗
人
達
の
古
き
ツ
ン
グ
l
ス
風
の
住
宅
は
漢
人
の
文

化
を
加
え
面
白
き
景
観
を
呈
せ
り
ホ
テ
ル
の
隣
室
に
大
毎
の
和
気
律
次
郎
氏
あ
り
一
慮
に
夕
食

し
文
楽
を
語
り
て
興
っ
き
ず
、
聞
け
ば
桐
竹
門
造
翁
と
交
友
深
き
由
な
り
。
余
は
両
三
日
前
「
酒
屋
」

の
お
国
の
人
形
を
全
翁
よ
り
貰
ふ
約
束
を
な
せ
る
だ
け
に
奇
遇
を
感
ぜ
り
、
宿
の
部
屋
の
(
七
ウ
)

窓
よ
り
東
洋
醤
院
の
八
角
堂
非
常
に
面
白
く
見
え
る
。

吉
林
病
院
(
一
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

満
鉄
安
歪
営
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
な
り
。

(
八
オ
)

翌
朝
、
図
門
に
向
け
出
発
す
。
人
工
列
車
に
多
数
の
警
官
あ
り
、
中
に
「
閣
下
」
と
呼
ば
れ
る
男
あ
り
、

騨
毎
に
降
り
て
、
少
年
隊
の
検
閲
を
な
せ
る
た
め
の
雑
当
い
は
ん
方
な
し
。
人
工
一
行
に
新
京
警
察
署

長
を
な
せ
し
質
石
君
も
見
ゆ
。

翻刻・藤山一雄 f東遷紀行j(ー)

山
近
き
盆
山
地
の
端
に
収
穫
を
終
え
し
村
あ
り
土
壁
に
ま
か
れ

濯
木
の
山
波
を
削
り
耕
せ
る
畑
に
残
る
青
き
白
菜

マ
ピ
シ
ャ
ン

秋
深
さ
烏
尾
一
山
の
村
の
家
々
に
珠
子
繋
ぎ
し
て
吊
せ
る
唐
辛
子

(
八
ウ
)

が
が
/
の
奥
に
そ
び
ゆ
る
岩
山
に
逆
尤
を
洛
び
垂
れ
し
白
雲

一
面
の
す
、
き
尾
花
は
秋
日
搭
び
白
ビ
ロ
ー
ド
の
し
如
く
尤
れ
る

一
両
年
前
、
余
は
四
月
残
雪
老
節
嶺
を
超
え
し
こ
と
あ
り
、
当
時
の
記
憶
よ
り
す
れ
ば
沼
道
の
開

発
全
く
隔
世
の
感
あ
り
、
主
と
し
て
朝
鮮
人
の
努
力
の
結
果
な
り
。

65 
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去
節
嶺
の
深
き
渓
問
に
す
、
き
光
り
岩
に
激
し
て
を
ど
れ
る
早
瀬

(
九
オ
)

馬
尾
山
の
村

(
査
翁
の
印
・
二
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
あ
り
)

(
十
ウ
・
十
一
オ
)

-
老
節
嶺
の
深
き
渓
問
も
な
ん
の
そ
の
朝
鮮
人
の
残
す
足
跡

山
頂
の
ト
ン
ネ
ル
ゆ
出
ず
れ
ば
視
野
遠
く
不
毛
の
空
也
天
に
つ
ゾ
け
り

柱
立
て
屋
根
を
葺
き
か
た
は
ら
ピ
1
ズ
(
杯
一
子
)
乾
し
か
く
家
を
建
つ
此
の
植
民
地
(
杯
一
子
と
は
泥

を
日
乾
せ
る
煉
瓦
様
の
も
の
な
り
)
秋
日
さ
す
草
山
に
白
樺
柏
紅
葉
せ
り
。
「
玉
堂
」
を
想
ふ
、

玉

堂

は

河

合

玉

堂

の

塞

術

の

こ

と

な

り

(

十

一

ウ

)

い
づ
ち
ゆ
く
去
靖
児
な
ら
ん
村
里
中
速
さ
茅
野
を
ひ
と
り
辿
れ
る

岡
も
谷
も
残
骸
の
ご
と
比
に
伏
せ
る
巨
木
の
群
よ
心
痛
め
る

沼
道
の
谷
と
い
ひ
岡
と
い
ひ
悉
く
焼
き
倒
さ
れ
し
巨
木
の
残
骸

激
戦
の
直
後
を
忠
ふ
倒
木
の
比
の
痛
ま
し
さ
山
河
の
景
色

(
老
節
嶺
一
帯
の
伐
木
は
匪
賊
防
禦
の
為
め
に
沼
道
の
森
林
を
伐
採
せ
る
由
な
る
も
そ
の
ま
〉
に

せ

る

ハ

惜

し

き

心

地

す

)

(

十

二

オ

)

敦
化
の
騨

十
月
十
四
日

(
十
二
ウ
)

此
の
山
の
上
の
砲
台
ハ
建
国
の
年
匪
賊
に
包
囲
さ
れ
日
本
兵
全
滅
の
地
な
り
つ
一
ペ
ー
ジ
挿
絵
あ
り
)

(
十
三
オ
)

敦
化
を
過
ぎ
て
吾
コ
ン
バ
ー
ト
に
あ
り
し
に
、
展
望
車
よ
り
前
頁
の
ス
ケ
ッ
チ
を
な
せ
る
を
、
三
四
の

警
官
、
傍
よ
り
見
て
あ
り
し
が
、
帰
室
す
る
や
否
や
、
そ
の
「
閣
下
」
来
室
し
「
貴
下
は
藤
山
氏
か
」

と
い
ふ
よ
り
「
左
様
」
と
い
ふ
に
「
余
は
三
浦
な
り
岩
国
の
産
な
り
。
中
学
も
岩
国
な
り
」
と
い
ふ
、

HAす品・~II"
.. 

• 



「
あ
あ
そ
う
で
ご
ざ
い
す
け
や
、
ち
ゅ
う
に
か
あ
に
」
と
岩
国
弁
丸
出
な
り
、
国
銭
警
護
総
監
三
浦
閣

下
は
そ
ち
の
け
に
し
て
「
を
を
ち
ゃ
、
な
に
け
や
、
絵
も
お
描
き
な
ん
け
や
」
と
ひ
げ
面
し
て
い
ふ
、

「
今
夜
は
図
門
で
一
杯
の
も
う
」
と
の
提
案
な
る
も
「
余
は
閣
下
と
全
宿
(
十
二
百
ノ
)

は
真
平
な
り
。
外
の
宿
で
独
り
ぐ
っ
す
り
ね
る
」
と
い
ふ
と
「
ま
あ
そ
ね
え
に
お
い
い
な
」
と
簡
任
一

等
は
し
き
り
に
誘
惑
遂
に
図
門
ま
で
の
三
時
間
は
題
な
し
に
な
り
歌
も
つ
く
れ
ず
絵
も
か
け
ず
。

佐
人
と
全
席
の
迷
惑
さ
を
痛
感
す
。
図
例
着
。
三
浦
氏
は
「
カ
メ
屋
ホ
テ
ル
」
余
は
「
高
洲
」
に
泊
る
、

国
防
婦
人
会
等
他
津
山
の
キ
レ
イ
首
の
出
迎
あ
り
三
浦
氏
は
豪
勢
に
暗
夜
に
没
し
行
け
り
。(

十
四
オ
)

十
月
十
五
日

石
腕
パ
ル
プ
工
場
附
近
の
景
観
つ
一
ペ
ー
ジ
挿
絵
あ
り
)

(
十
四
ウ
・
十
五
オ
)

翻刻・藤山一雄『東遷紀行j(ー)

図
何
よ
り
弥
栄
に

十
月
十
五
日

i
十
六
日

薪
も
や
す
台
き
煙
の
立
ち
登
る
山
の
蔭
な
る
大
荒
溝
の
町

喚
寸
河
と
無
樹
の
山
々
の
輸
相
凡
し
ら
ず
水
禍
に
悩
み
ぬ
け
る
図
佳
線

山
と
い
ふ
山
に
一
…
樹
の
彰
も
な
し
此
の
省
政
村
に
緑
化
を
説
か
ん

彰
利
出
で
、
稲
田
は
て
な
く
ほ
の
ぼ
の
と
曙
の
空
に
つ
ゾ
け
る
目
出
度
さ

(
十
五
ウ
)

十
月
十

日

千
振
騨
母
屋
(
一
ペ
ー
ジ
挿
絵
あ
り
)

(
十
六
オ
)

67 

噴
原
に
ニ
輔
の
貨
車
と
機
関
車
の
重
な
れ
る
見
骸
ゆ
く
り
な
く
見
ぬ

い
づ
、
よ
り
い
づ
、
に
向
ふ
大
卒
な
ら
ん
速
さ
比
平
を
う
ち
つ
ピ
き
行
く

朝
ま
だ
き
西
の
比
平
に
ひ
と
も
と
の
忠
魂
碑
見
ゆ
雲
を
か
ぶ
り
で
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忠
ひ
そ
め
ず
西
方
の
原
に
一
様
の
市
衛
況
る
千
振
村
な
ら
ん

人
ご
と
に
あ
ら
じ
佳
比
に
よ
さ
の
み
水
、
あ
り
ゃ
な
ど
忠
ふ
千
振
を
笠
み

(
十
六
ウ
)

十
月
十

日

弥
栄
村
(
一
ペ
ー
ジ
挿
絵
あ
り
)

(
十
七
オ
)

国
側
を
午
後
二
時
出
発
の
列
車
は
大
荒
溝
あ
た
り
に
て
暮
れ
た
り
、
大
荒
溝
は
国
間
江
の
支
流
に
の
ぞ

み
、
沿
岸
の
森
林
滅
亡
の
為
め
、
常
に
洪
水
に
遇
ふ
為
め
「
大
荒
溝
」
の
町
名
を
得
し
な
ら
ん
。
日
暮

て
早
々
ベ
ッ
ト
に
入
る
牡
丹
江
林
口
を
夢
に
し
千
振
に
近
く
夜
明
け
た
り
六
時
着
が
二
時
間
後
れ

て
八
時
半
、
弥
栄
村
永
賓
鎮
に
つ
く
、
霜
あ
り
、
わ
ざ
と
本
部
に
ゆ
か
ず
鎮
を
ぬ
け
て
、
東
岡
に
登
り

三
年
前
の
日
を
追
想
す
赤
間
三
郎
な
る
青
年
と
立
話
し
て
村
長
を
訪
ひ
一
慮
に
小
学
校
に
ゆ
く

(
十
七
ウ
)

南
面
せ
る
丘
の
麓
に
あ
り
泥
柳
の
防
風
林
一
一
か
こ
ま
れ
し
、
美
し
き
煉
五
造
の
高
荘
な
る
小
学
な
り
。

教
員
宿
舎
、
生
徒
寄
宿
舎
共
に
新
築
の
煉
瓦
造
り
に
し
て
温
突
一
一
よ
り
採
燥
す
、
丁
度
日
曜
日
に
し

て
寄
宿
舎
生
ハ
凡
て
附
近
農
家
に
帰
り
唯
一
人
の
子
供
玩
床
に
ね
そ
べ
り
て
自
習
し
つ
〉
あ
り
、
自

家
よ
り
は
親
の
愛
を
の
け
て
遥
か
に
コ
ン
ホ
タ
プ
ル
な
ら
ん
、
校
長
と
火
鉢
を
股
倉
に
し
て
十
一
時
頃

ま
で
移
民
子
弟
の
教
育
に
つ
き
て
週
間
る
、
教
育
は
凡
て
大
使
館
教
務
部
の
支
配
を
う
け
日
本
文
部
省
の

都

市

的

功

利

(

十

八

オ

)

主
義
的
乃
至
英
雄
崇
拝
主
義
的
に
し
て
何
等
満
洲
的
、
農
民
的
な
ら
ず
、
四
五
年
す
れ
ば
此
等
の
子

弟
は
都
市
を
慕
い
、
世
間
的
立
身
ニ
あ
こ
が
れ
蕊
一
一
も
亦
所
謂
「
教
育
費
」
の
科
目
の
為
め
ニ
悩
を
生

ぜ
ん
、
協
和
曾
の
工
作
の
必
要
を
痛
感
す
、
樺
川
勝
長
等
来
訪
せ
る
為
め
辞
し
て
南
郊
に
出
ず
、
校
長

来
宿
を
功
に
希
望
せ
り
、
余
が
何
ん
な
る
や
を
領
ん
と
せ
し
も
一
旅
人
な
り
と
辞
り
て
出
ず
。
一
キ
ロ

を
歩
み
て
福
島
区
第
二
班
の
農
民
、
斎
藤
長
五
郎
氏
宅
を
漂
然
と
し
て
訪
ふ
。
(
十
八
ウ
)

，~ 



斎
藤
長
五
郎
家
は
二
夫
婦
、
子
女
四
名
、
老
母
支
那
人
常
傭
夫
四
名
、
馬
七
頭
、
豚
二
疋
、
鶏
五

十
羽
に
よ
り
構
成
さ
る
耕
地
面
積
六
町
歩
、
未
耕
地
四
町
歩
、
林
野
約
五
町
歩
を
有
す
福
島
区
二
十

四
戸
(
内
三
名
土
匠
戦
に
よ
り
戦
死
)
の
一
戸
な
り
。
主
と
し
て
蕎
麦
、
大
一
旦
、
燕
麦
、
包
米
(
卜
l
モ

ロ
コ
シ
)
米
を
主
作
す
、
家
を
中
心
に
し
て
東
西
一

0
0
|南
北
一
、

0
0
0メ
ー
ト
ル
の
農
場
制
を
採

れ
る
ユ
ン
カ
!
と
い
ひ
て
よ
ろ
し
き
土
豪
な
り
然
れ
ど
も
そ
の
生
活
に
は
殆
ん
ど
文
化
な
く
来
訪
せ
し
時
一
一
ハ

主

婦

や

小

供

等

を

キ

ャ

ベ

ツ

の

整

理

を

な

し

つ

〉

あ

り

き

。

(

十

九

オ

)

十
月
十
三
日

裏
よ
り
見
る
斎
藤
長
五
郎
氏
宅
。
合
一
ペ
ー
ジ
挿
絵
あ
り
)

(
十
九
ウ
・
二
十
オ
)

斉
藤
家
の
プ
ラ
ン
。
移
民
通
常
型
の
農
家
(
挿
絵
あ
り
)

(
一
一
十
ウ
)

級車1/・I.!本山一雄『東選紀行'J(ー)

(
説
明
)
国
家
の
興
へ
し
部
分
は
ペ
チ
カ
附
の
六
畳
四
間
と
中
央
台
所
兼
用
の
土
聞
な
り
、
そ

の
後
全
家
に
て
必
要
の
為
め
背
戸
に
土
間
別
に
二
畳
の
玄
関
・
鶏
小
屋
、
支
那
人
苦
力
の
為
め

三
坪
の
か
け
出
し
を
つ
く
り
約
廿
一
坪
の
家
に
拡
大
せ
り
、
納
屋
の
馬
三
頭
は
支
那
人
所
有
、

斉
藤
家
の
分
は
馬
四
頭
な
り
、
整
頓
し
こ
れ
に
多
少
の
文
化
を
と
り
入
る
れ
ば
住
宅
と
し
て
ハ

理

想

的

な

り

。

(

挿

絵

・

配

置

図

)

(

二

十

一

オ

)

建
築
費
は
坪
約
五
十
円
鈴
な
り
し
と
い
ふ
。
藁
葺
、
壁
は
杯
一
子
(
乾
煉
瓦
)
ペ
チ
カ
附
、
ペ
チ
カ
は

煉
瓦
に
て
ス
ト
ー
ブ
様
に
中
を
空
虚
と
せ
る
つ
い
立
て
に
し
て
そ
の
中
に
熱
気
を
入
れ
、
煉
瓦

を
あ
つ
く
す
る
な
り
上
図
の
如
く
室
内
の
中
央
に
あ
り
た
き
口
は
壁
の
外
に
あ
り
て
弦
よ
り
火

を
た
き
そ
の
煙
は
別
図
の
如
く
外
に
排
出
す
る
な
り
シ
ベ
リ
ア
風
と
い
ふ
べ
き
か
。
支
那
人
は
温

突
に
し
て
炊
事
用
の
火
を
利
用
せ
る
ハ
経
済
的
な
り
(
ペ
チ
カ
図
あ
り
)
(
二
十
二
ウ
)
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籾
入
倉
庫
は
屋
外
一
一
あ
り
、
山
口
県
の
田
舎
に
あ
る
も
の
と
全
じ
に
て
十
層
位
に
組
立
て
る
や
う
に

な
り
そ
の
上
に
あ
ん
ぺ
ら
を
屋
根
代
と
な
し
農
用
李
ニ
な
り
て
す
る
り
て
米
と
な
す
な
り
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(
籾
入
倉
庫
の
挿
絵
あ
り
)

(
二
十
三
オ
)

斎
藤
秋
世
さ
ん
と
春
子
さ
ん
キ
ャ
ベ
ツ
の
整
理
を
な
せ
る
図
会
一
ペ
ー
ジ
挿
絵
あ
り
)

(
二
十
三
ウ
・
二
十
四
オ
)

十
六
日
の
夜
斎
藤
家
に
泊
る
、
カ
ボ
チ
ャ
の
塩
煮
及
び
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
殊
-
一
を
い
し
く
飽
食
せ
り
北

海
道
産
を
種
に
せ
る
も
の
の
由
な
り
口
夕
方
記
念
撮
影
を
な
し
た
り
。
次
ぎ
の
日
出
発
の
時
子
供
等

に

一

円

宿

御

礼

と

し

て

辞

る

の

も

き

か

ず

参

円

置

く

、

(

二

十

四

オ

)

移
民
地
に
支
那
人
山
東
苦
力
の
小
作
人
を
多
数
ニ
使
用
す
る
こ
と
は
甚
だ
問
題
な
り
。
そ
の
消
費
、

生
活
を
見
る
に
、
日
本
人
遥
か
に
不
経
済
的
に
し
て
且
つ
そ
の
効
果
半
分
な
り
。
小
作
は
一
年
百
五

十
円
位
な
る
も
そ
の
生
活
文
化
遥
か
に
高
く
、
十
年
廿
年
後
を
想
像
す
る
時
は
関
東
洲
三
十
年
の
移

民
の
失
敗
を
採
り
返
す
事
に
な
り
は
せ
ぬ
か
と
心
配
な
り
。
日
本
人
に
既
に
地
主
根
生
の
も
の
あ
り
。

主
人
は
都
会
に
出
で
小
作
が
入
っ
て
や
る
家
も
あ
る
由
な
り
、
弥
栄
は
質
実
、
千
振
は
既
に
企
業
化

し

、

(

二

十

四

ウ

)

商
業
的
に
な
り
居
れ
り
。
共
に
特
長
あ
る
も
一
長
一
短
な
り
、

斉
藤
家
の
三
毛
猫
十
六
日
夜

(
1
ペ
ー
ジ
挿
絵
あ
り
)

(
二
十
五
オ
)

十
六
日
(
一
ペ
ー
ジ
挿
絵
あ
り
)

(
二
十
五
ウ
)

弥
栄
村
に
二
三
の
支
那
飯
庄
あ
り
、
お
客
は
日
本
人
も
勿
論
多
し
、
豚
鰻
頭
は
中
々
う
ま
く
且
つ
新

鮮
に
し
て
余
も
そ
の
一
飯
屈
の
客
と
な
れ
り
、
此
の
支
那
料
理
屈
は
馬
鹿
に
な
ら
ぬ
吸
収
機
関
な
り

二
三
年
の
聞
に
そ
の
門
戸
の
張
り
方
余
り
に
躍
進
的
な
る
に
驚
け
り
、
や
が
て
永
宝
鎮
の
大
街
に
立

派
な
る
支
那
料
理
屋
、
日
本
の
カ
フ
ェ
も
出
来
る
こ
と
な
ら
ん
、
然
し
て
日
本
人
の
都
会
集
中
、
移

民

の

退

却

が

見

え

る

ゃ

う

の

心

地

す

。

(

二

十

六

オ

)
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弥
栄
は
温
し
と
い
へ
ば
三
束
、
の
次
の
日
に
い
う
わ
あ
さ
ま
だ
き
丘

福
島
の
移
氏
の
家
に
あ
た
、
か
き
か
ぼ
ち
ゃ
よ
ば
れ
ぬ
立
ち
話
し
っ
、

や
ぬ
ち
尚
唆
か
な
れ
ば
と
ひ
た
に
願
ふ
こ
の
人
ら
本
だ
文
化
を
知
ら
ず

生
く
る
こ
と
易
し
と
い
へ
じ
此
の
人
等
を
銃
を
は
な
さ
ず
な
り
は
ひ
で
あ
り

大
豆
畠
の
は
る
か
の
比
乎
縫
へ
る
ご
と
千
振
の
郷
の
賑
や
か
に
見
ゆ

(
二
十
六
ウ
)

千
振
は
今
年
秩
父
宮
御
視
察
遊
ば
さ
れ
駅
よ
り
村
え
の
道
路
実
に
立
派
な
り
高
原
を
ド
ラ
イ

ブ
す
る
う
ち
に
は
る
か
な
る
丘
陵
の
斜
面
に
千
振
村
本
郷
の
見
ゆ
る
景
観
は
大
陸
な
ら
で
ハ
見

ら
れ
ぬ
絶
景
な
り

忠
霊
塔
主
て
る
丘
迂
に
土
笠
結
ひ
、
い
さ
さ
か
の
移
氏
煙
主
で
あ
り

水
を
引
き
稲
栽
ゆ
る
こ
と
に
能
も
て
る
こ
れ
の
釈
心
の
驚
く
技
術

薄
れ
日
の
空
に
造
る
湿
原
に
台
本
の
人
等
籾
を
磨
り
あ
り

(
二
十
七
オ
)

翻刻・藤山一雄 f東遁紀行J(ー)

た
が
揖
れ
る
野
菜
な
る
ら
ん
南
際
の
丘
の
斜
面
に
も
主
ぎ
し
て
生
ふ

も
の
も
の
し
と
見
る
退
か
の
丘
を
屡
し
日
本
兵
営
の
並
び
立
ち
た
る

仏
嶺
内
虎
山
に
汽
牟
は
ひ
た
す
べ
る
美
し
く
ひ
ろ
さ
不
毛
の
斜
面

褐
色
の
夢
の
さ
な
か
を
す
べ
る
ご
と
え
皐
は
ひ
た
ゆ
く
本
耕
の
斜
面

此
の
原
に
丸
を
は
な
ち
な
ば
い
か
ば
か
り
心
ゆ
く
限
り
燃
え
ひ
ろ
が
ら
ん
。

(
二
十
七
ウ
)

71 

何
時
の
日
に
此
の
大
原
を
人
文
は
踏
み
汚
す
な
ら
ん
恐
ろ
し
き
不
毛
也
、
(
圭
山
附
近
に
て
)

勃
利
は
新
興
の
都
市
、
日
本
の
軍
事
要
地
に
し
て
汽
車
よ
り
見
る
も
雄
大
な
る
都
市
計
画
想
像

さ
る
騨
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
日
本
の
妓
達
美
し
き
き
も
の
を
き
て
の
め
り
あ
る
き
っ
〉
あ
り
、

蕊
よ
り
完
達
山
脈
の
主
峰
の
渓
を
縫
い
て
林
口
に
達
す
る
数
十
里
の
高
原
展
望
は
驚
く
の
外
な

し
、
遠
く
満
洲
に
珍
ら
し
く
大
森
林
に
蔽
は
る
〉
山
に
見
ゆ
紅
葉
を
少
し
過
ぎ
落
漠
た
る
も

樹

木

あ

る

故

尚

賑

や

か

な

り

(

二

十

八

オ

)

両日
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林
口
菊
屋
ホ
テ
ル
に
泊
す
。
給
仕
女
熊
本
の
も
の
に
し
て
食
事
中
色
々
熊
本
の
話
き
く
。

ペ
チ
カ
飴
に
熱
し
、
部
屋
が
乾
燥
し
過
ぎ
て
少
し
咽
喉
を
痛
め
た
り
。

青

山

端

に

て

つ

一

ペ

ー

ジ

挿

絵

)

(

二

十

八

ウ

・

二

十

九

オ

)

此
夜

詳
の
手
も
力
も
籍
ら
じ
籾
を
背
負
ひ
本
島
ー
人
は
生
命
の
ば
し
ゅ
く

柔
ら
か
に
四
混
を
洛
び
て
仮
曜
せ
る
土
壁
の
下
の
白
山
羊
の
群

大
漢
和
、
小
漢
和
山
の
妹
と
せ
に
抱
か
れ
て
育
つ
永
安
移
氏
比

十
八
日
圭
山
の
村

(
壷
翁
の
朱
印
・
二
ペ
ー
ジ
挿
絵
)

(
二
十
九
ウ
・
三
十
オ
)

東
満
鉄
道
沿
線
の
警
備
日
本
兵
営

十
八
日
会
一
ペ
ー
ジ
挿
絵
)

(
三
十
ウ
・
三
十
一
オ
)

林
口
を
朝
八
時
出
発
、
揚
木
の
日
本
移
民
少
年
訓
練
所
を
見
る
、
少
年
移
民
は
十
五
以
上
廿
才
位
な
る

も
そ
の
訓
練
余
り
に
兵
営
的
に
し
て
十
五
六
才
の
時
代
を
身
心
共
に
備
り
し
兵
隊
の
如
き
硬
教
育
は
甚
だ

問
題
な
り
と
思
ふ
出
て
も
入
っ
て
も
命
令
的
の
生
活
な
り
、
少
し
は
甘
へ
る
べ
き
お
ば
さ
ん
の
必
要
は

な
き
ゃ
、
菓
子
を
少
し
も
食
べ
さ
せ
ぬ
こ
と
な
ど
も
子
供
の
心
情
な
り
生
理
状
態
を
知
ら
ぬ
も
の
の
や
り

方
な
り
、
移
民
の
教
育
と
い
ふ
よ
り
も
苦
力
の
如
く
近
ひ
使
ふ
傾
あ
り
。
寒
心
す
べ
き
こ
と
な
り
密
山

ま
で
の
道
中
ム

l
リ
ン
河
の
対
岸
の
丘
陵
は
第
四
、
五
六
次
の
移
民
散
住
す
、
(
三
十
一
ウ
)

此
の
一
帯
は
大
炭
田
の
所
在
地
に
し
て
渓
清
の
如
き
ハ
大
都
会
を
現
出
す
、
達
珠
山
よ
り
密
山
ま
で
ハ
全

く
日
本
兵
営
連
続
六
十
キ
ロ
に
渉
る
混
成
=
プ
ヶ
師
団
を
有
す
と
の
内
所
話
な
り
、
道
中
満
洲
国
の
警
尉

と
密
山
県
の
電
信
技
師
全
乗
し
此
の
附
近
の
移
民
の
模
様
を
き
く
密
山
に
三
時
半
着
杢
州
ホ
テ
ル
に

泊
す
、
此
の
夜
半
、
三
浦
総
監
一
行
来
高
投
宿
の
由
な
り
。
密
山
県
城
上
は
一
帯
の
湿
原
を
越
え
て
約

三
里
余
り
東
南
の
丘
陵
上
に
あ
り
、
興
凱
湖
は
南
方
二
十
キ
ロ
に
あ
り
。
夕
刻
ま
で
附
近
を
視
察
す
。

(
三
十
二
オ
)
次
号
へ
つ
づ
く

J、五中i!;; 
を♂作刀打
一句作争?ゑ

さよャ
tht す

¥11化 1・6 さ4;
よ~~I[え田2 13 ? 

叫


